
 

 

指定管理者の管理運営に対する評価シート 

 

所管課 
市民文化スポーツ局スポーツ部 
スポーツ振興課 

評価対象期間 令和４年４月１日～令和５年３月３１日 

１ 指定概要 
 

施設概要 

名  称 北九州市民球場等２スポーツ施設 
施設類型 

目的・機

能 

Ⅰ ― ② 

所 在 地 小倉北区三萩野二丁目１０番１号 

設置目的 
スポーツの普及及び振興を図り、市民の心身の健全な発達及び明

るく豊かな市民生活の形成に資する 

利用料金制 

非利用料金制 ・ 一部利用料金制 ・ 完全利用料金制 

インセンティブ制 有・無 ペナルティ制  有・無 

指定管理者 

名  称 北九州野球株式会社 

所 在 地 小倉北区三萩野二丁目１０番１号 

指定管理業務の内容 

1 管理運営に関する業務 

 ・受付、使用許可に関する業務（利用調整、許可に係る業務） 

 ・清掃、警備、建物等保守点検業務 

2 その他管理運営業務 

 ・事業計画書及び収支計画書の提出 

 ・関係機関との連絡調整 

 ・地域や類似施設との連携に関する業務 

3 利用促進に関する業務 

 ・イベントや広報活動等による利用促進など 

4 自主事業 

・市民のスポーツ振興に資する事業（スポーツ教室等）等の実  

  施など 

指定期間 平成３１年４月１日～令和６年３月３１日 

 

所見評価 

様式２ 



２ 評価結果 
 

評価項目及び評価のポイント 

１ 施設の設置目的の達成（有効性の向上）に関する取組み 

 （１）施設の設置目的の達成 
  ① 計画に則って施設の管理運営（指定管理業務）が適切に行われたか。また、施設を

最大限活用して、施設の設置目的に沿った成果を得られているか（目標を達成でき

たか）。 
  ② 利用促進を目的としている施設の場合、施設の利用者の増加や利便性を高めるた

めの取り組みがなされ、その効果があったか。 
  ③ 複数の施設を一括して管理する場合、施設間の有機的な連携が図られ、その効果が

得られているか。 
  ④ 施設の設置目的に応じた効果的な営業・広報活動がなされ、その効果があったか。 
 ［所 見］ 

【利用人員】 

区分 R2年度 R3年度 R4年度 前年度比較 

北九州市民球場 18,347人 49,780人 106,954人 57,174 

三萩野球場 8,534人 9,705人 13,070人 3,365 

三萩野少年球場 3,847人 4,144人 5,506人 1,362 

計 30,728人 63,629人 125,530人 61,901 

目標 150,000人 150,000人 150,000人  

要求水準 145,000人 145,000人 145,000人  

※   ・・・評価対象年度 

【新型コロナウイルス感染症拡大に伴う休刊日数】 

・利用者数は126千人で、対前年比197％、＋62千人となった。 

・誘致活動に精力的に取り組むことで、プロ野球公式戦（ソフトバンク）を２試合、独立リーグの

プロ野球チーム「福岡北九州フェニックス」の試合を５試合、日本女子ソフトボールのトップリ

ーグ「JD リーグ」の試合を１０試合開催した。 

・消毒液・体温計・二酸化炭素濃度測定器の設置、動線の確保など、新型コロナウイル 

ス感染症拡大防止対策を徹底し、利用者を安全に受け入れる体制を構築した。 

 （２）利用者の満足度 

  ① 利用者アンケート等の結果、施設利用者の満足が得られていると言えるか。 
  ② 利用者の意見を把握し、それらを反映させる取組みがなされたか。 
  ③ 利用者からの苦情に対する対応が十分に行われたか。 
  ④ 利用者への情報提供が十分になされたか。 
  ⑤ その他サービスの質を維持・向上するための具体的な取組みがなされ、その効果が

あったか。 
 ［所 見］ 

【施設利用について】 

満足度 R2年度 R3年度 R4年度 



目標値 96.0％以上 96.0％以上 96.0％以上 

実績(とても良か

った・良かった) 
87.6％ 

(48.3%・39.3%) 

97.2％ 

(54.3%・42.9%) 

90.1％ 

(36.0%・54.1%）

【職員対応について】 

満足度 R2年度 R3年度 R4年度 

目標値 95.0％以上 95.0％以上 95.0％以上 

実績(とても良か

った・良かった) 

86.9％ 

(46.9%・40.0%) 

90.7％ 

(50.5%・40.2%) 

98.6％ 

（50.0%・48.6%）

※   ・・・評価対象年度 

・施設利用について、「とても良かった・良かった」の評価が90.1％で、職員対応につい 

 て、「とても良かった・良かった」が98.6％となり、職員対応については高い満足度を

得られたが、施設利用については昨年度より7.1ポイント下げる結果となっている。 

・主な要因は三萩野球場・少年球場での大会を行う際に駐車場の区画数が不足している 

こと、施設老朽化による不具合箇所があることが考えられる。 

・アンケートボックス設置する等、より多くの意見や要望を取り入れることに努めた。 

・ＨＰや、公園・近隣店舗・交通機関内でのポスター掲示等により、プロスポーツの試

合やイベント開催に関する情報を適時提供している。 

２ 効率性の向上等に関する取組み 

 （１）経費の低減等 
  ① 施設の管理運営（指定管理業務）に関し、経費を効率的に低減するための十分な取

り組みがなされ、その効果があったか。 
  ② 清掃、警備、設備の保守点検などの業務について指定管理者から再委託が行われた

場合、それらが適切な水準で行われ、経費が最小限となるよう工夫がなされたか。 
  ③ 経費の効果的・効率的な執行がなされたか。 
 ［所 見］ 

【維持管理経費】                    （単位：円） 

区 分 R2年度 R3年度 R4年度 前年度比較 

委託料 40,063,704 46,874,647  50,433,341 3,558,694 

修繕費 5,636,175 5,025,575 5,111,370 85,795 

光熱水費 11,492,825 12,104,425 14,336,784 2,232,359 

人件費 15,736,674 16,386,280 16,080,540 ▲305,740 

その他経費 4,240,250 1,972,201 2,086,924 114,723 

合計 77,169,628 82,363,128 88,048,959 5,684,831 

予算 82,525,000 82,525,000 84,594,000  

※   ・・・評価対象年度 

・維持管理経費は前年度比で5,685千円の増加となった。 

・増加の要因である光熱水費については、トイレの自動洗浄機能を使わずに、職員が定

期的に清掃する、利用者に影響しない範囲で消灯をする等、光熱水費の削減に努めた。 



 （２）収入の増加 
  ①  収入を増加するための具体的な取り組みがなされ、その効果があったか。 
 ［所 見］ 

【施設使用料収入】                      （単位：円） 

区分 R2年度 R3年度 R4年度 前年度比較 

北九州市民球場 1,743,110 4,853,519 7,368,098 2,514,579 

三萩野球場 1,225,700 1,309,420 1,342,810 33,390 

三萩野少年球場 － － － － 

①実収入計 2,968,810 6,162,939 8,710,908 2,547,969 

※   ・・・評価対象年度 

・使用料収入は前年度比で2,548千円増加した。 

・誘致活動に精力的に取り組むことで、誘致活動に精力的に取り組むことで、プロ野球公式

戦（ソフトバンク）を２試合、独立リーグのプロ野球チーム「福岡北九州フェニックス」の試合を

５試合、日本女子ソフトボールのトップリーグ「JD リーグ」の試合を１０試合開催した。 

・自主事業のほか各種大会の誘致を積極的に行う等して平日の施設利用促進に努めた。 

３ 公の施設に相応しい適正な管理運営に関する取組み 

 （１）施設の管理運営（指定管理業務）の実施状況 

  ① 施設の管理運営（指定管理業務）にあたる人員の配置が合理的であったか。 
  ② 職員の資質・能力向上を図る取り組みがなされたか（管理コストの水準、研修内容

など）。 
  ③ 地域や関係団体等との連携や協働が図られたか。 
 ［所 見］ 

・プロ野球開催日は周辺道路の車両や観客で周辺道路が混雑するため、シーズン前に地

域住民との打ち合わせを行い、不便を軽減するとともにトラブル防止につながった。 

・豊富な経験や資格を有する専任スタッフを配置することで、適切に管理運営を行うと

ともに、定期的に外部講師を招いて、管理に関する研修会を開催している。 

 （２）平等利用、安全対策、危機管理体制など 
  ① 施設の利用者の個人情報を保護するための対策が適切に実施されているか。 
  ② 利用者を限定しない施設の場合、利用者が平等に利用できるよう配慮されていた

か。 
  ③ 利用者が限定される施設の場合、利用者の選定が公平で適切に行われていたか。 
  ④ 施設の管理運営（指定管理業務）に係る収支の内容に不適切な点はないか。 
  ⑤ 日常の事故防止などの安全対策が適切に実施されていたか。 
  ⑥ 防犯、防災対策などの危機管理体制が適切であったか。 
  ⑦ 事故発生時や非常災害時の対応などが適切であったか。 
 ［所 見］ 

・熱中症対策として、製氷機による氷の作りおきや、冷房設備の完備した部屋（本部席、

選手控室等）の開放等により、非常時に備えた。また、熱中症指数を場内に掲示し、

定期的に注意喚起の場内アナウンスを行うよう主催者に促すなど指導した。 



 

【総合評価】 

［所 見］ 

・利用者数は前年度より62千人、使用料収入は2,548千円の増加となった。 

・誘致活動に精力的に取り組むことで、プロ野球公式戦（ソフトバンク）を２試合、独立リーグの

プロ野球チーム「福岡北九州フェニックス」の試合を５試合、日本女子ソフトボールのトップリー

グ「JD リーグ」の試合を１０試合開催した。 

・プロ野球開催日は周辺道路の車両や観客で周辺道路が混雑するため、シーズン前に、地 

域住民に与える不便を可能な限り軽減するために、説明や協議を行った。 

・各種イベントにおいて、新型コロナウイルス感染症対策として人数制限、入館リストの 

作成、入場時の検温、手指消毒、マスク着用をはじめ、各諸室・備品等の定期消毒を徹底 

し、また主催者と協同しながら、利用者が安心する球場運営を実施した。 

［今後の対応］ 

・今後も、施設利用者や各団体等とコミュニケーションを密にし、利用者増、施設の利便 

性・満足度の向上に努めていただきたい。 



 


